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1. はじめに  

本稿では、国語辞典を使った気象災害ニュースの語

彙の平易化について報告する。近年、永住、長期滞在

の外国人の数が急増していることから、いろいろな情

報を「やさしい日本語」で伝える動きが広がりつつあ

る。特に生活に必須な自治体のお知らせ [1]や、災害時

の安全確保に関わる気象災害ニュースを「やさしい日

本語」で伝える動きが活発である [2]。これは、永住、

長期滞在の外国人は初歩的な日本語能力を持っている

ことが多く、これに合わせた「やさしい日本語」であ

れば理解してもらえる可能性が高いことによる [3]。  
著者らは NHK のニュース、特に、気象災害ニュー

スを対象とした平易化の検討を始めた。ニュースの多

くはデジタル放送、あるいはインターネットで文字に

よって提供されている。これらは日本語母語話者を対

象としているため、日本語レベルが初級の人にはわか

りにくい可能性が高い。そこで、通常のニュースに加

えて、平易にした文字ニュースのサービスを想定し、

問題点を検討することとした。  
このサービスの実現には、まず外国人にとってのや

さしい日本語の基準が必須となる。これまで、野元ら

の提案 [4]に始まり現在もさまざまな「やさしさ」の基

準が提案されているが [1]、まだ統一的な基準は作られ

ていない。そこで、著者らは先行研究の知見を元に実

験的に基準を作っていくのが現実的だと考えている。  
これまでのやさしさの基準は、およそ表記、語彙、

構文のレベルで検討されている。本稿では、第一歩と

して語彙、特に名詞の平易化について検討した。語彙

についてのやさしさの基準はいくつか提案されている

が [5,6,7]、ここでは佐藤ら [8]に従い、日本語能力試験

(JLPT)を利用した。  
名詞の平易化は、難しい語とやさしい語の対を獲得

し、利用した。対の獲得には、小学生用の国語辞典 [9]
を利用した 2 手法を検討した。  

2. 提案手法  
2.1. 概要  

用言は、格パタンを持っていることから、その言い

換えには周辺の情報が不可欠である [10]。一方、名詞

などの体言は、格パタンを持たない。そこで、難しい

名詞は、名詞単独に着目して言い換えることができる

と仮定した。そして、ニュース中の難しい名詞をやさ

しく言い換えるには、難しい名詞とそれに対応する平

易な名詞の対を獲得しておき、それらを使う手法を考

えた。  
本稿では、語彙のやさしさの基準として佐藤らの基

準 [8]を採用し、日本語能力試験 (JLPT)の 3,4 級の語彙

をやさしい語（平易語）、1,2 級、および級外の語彙を

難しい語（難語）とした。  
ニュース中の名詞の難語の平易化の具体的な手順

は以下の通りである。  
i) 平易化対 (難語 ,平易語 )を獲得  
ii) ニュース中の単語の難語・平易語を認定  
iii) 獲得した平易化対を用い、ニュース中の難語を

平易語に置換  
図 1 の例では「校舎の壁にひびが入っている」とい

うニュース文は、平易化対 (校舎 ,建物 )を用い、「建物の

壁にひびが入っている」と言い換えられる。  
 この手順に従い、2.2.(手法 1)と 2.3.(手法 2)で、国語

辞典を用いた 2 つの平易化対獲得手法を提案する。手

法 1 は鍛冶らの手法 [11]を参考に、手法 2 は藤田らの

手法 [12]を参考にしている。そして、2.4.で、ニュース

中の単語に級を付与して、難語・平易語を認定する手

順を説明する。  
 
 

＜ニュース記事＞
 〜校舎の壁にひびが入っている〜  
 
 
 
＜平易化したニュース記事＞  

平易化対
リスト  

(校舎 ,建物 ) 以下、2 節で提案手法を説明し、3 節でニュース記事

中の語彙の平易化の実験概要と結果を報告する。最後

に 4 節でまとめを行う。  

・・・  

〜建物の壁にひびが入っている〜  

図１：難語から平易語への言い換え  
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2.2. 手法１：国語辞典の見出し語と語釈文からの平

易化対獲得  
一般に、国語辞典の見出し語を平易に説明したもの

が語釈文だと考えられる。そこで、国語辞典の見出し

語に対応する平易語が語釈文内に含まれていると仮定

して、語釈文の中から言い換え可能な平易語を獲得す

る手法を検討した。図 2 の見出し語「過ち (1 級 )」を例

にして、平易化対獲得の手順を示す。  

a) b) c) 

i) 主要文抽出  
鍛冶らは、国語辞典の語釈文は、言い換えに使える

要素と冗長表現と不要表現からなるとしている [10]。
また、語釈文を係り受け解析し、パタンを使うことで、

冗長表現と不要表現を取り除く手法を提案している。

そこで、鍛冶らの手法を用いて言い換えに使える部分

を抽出することとした。表 2 に抽出に使ったパタンの

一部を示す。  
本稿では、抽出した言い換えに使える部分を「主要

文」と呼ぶことにする。図 2 では、語釈文中の「こと」

が不要表現となり、主要文は「まちがうこと。うっか

りしてやった失敗。過失。」となる。  
ii) 平易化対候補  

 著者らは、名詞の見出し語では主要文の最終文節 (係
り受け木の根ノード )が、見出し語の意味を表している

と考えた。そこで、主要文の最終文節中の自立語を言

い換え可能な平易語の候補とした。図 2 では、見出し

語「過ち (1 級 )」に対して、「まちがう (2 級 )」、「失敗 (3
級 )」、「過失 (2 級 )」が候補となる。  

iii) 平易化対獲得  

種類  パタン  

不要表現  「の一つ。」 ,「動詞＋こと。」など  

冗長表現  「*など、」、「*のように、」  
「連用形＋、」 ,「タ形＋、」など  

表 2：冗長表現、不要表現の一部  
 
見出し語：過ち (1 級 ) 
語釈文：まちがうこと。うっかりしてやった失敗。過失。  
i) 主要文：まちがう。うっかりしてやった失敗。過失。  
ii) 候補：「まちがう (2 級 )」、「失敗 (3 級 )」、「過失 (2 級 )」  
iii) 平易化対：（過ち ,失敗）  

図 2：平易化対獲得の例 (見出し語が難語 ) 
 
見出し語：地下鉄 (4 級 ) 
語釈文：地下にトンネルをほって走るようにした鉄道。  
i)主要文：語釈文に同じ  
ii)候補：「鉄道 (2 級 )」  
iii)平易化対： (鉄道 ,地下鉄 ) 

図 3：平易化対獲得の例 (見出し語が平易語 ) 

2.3. 手法２：国語辞典の見出し語同士からの平易

化対獲得  
国語辞典の見出し語は、語釈文（主要文）間の類似

度が高ければ、類似していると言える。この性質を利

用して、平易化対を獲得する手法を考えた。図 4 を例

にして手順を示す。  
i) 主要文の抽出  

 前手法と同様に、語釈文から主要文を抽出する。図

4 では、「会釈」、「挨拶」の見出し語から主要文を得て

いる。係り受け解析の結果も併せて表示している。  
ii) 主要文間の類似度の算出  

 次に、主要文間の類似度を式 (1)により計算する。  
 類似度は、主要文間の共通語を探索し、共通語の重

要度を加点していく。この重要度は、a)〜c)の 3 つの

観点で計算されている。  
 上記の候補の内、平易語 (3,4 級 )であるものを採用す

る。図 2 では、「失敗（3 級）」が平易語なので、(過ち ,
失敗 )が平易化対となる。  a) 主要文の文長に対する補正  

b) 最終文節からの距離に対する重み付け   
以上の手順により、国語辞典の名詞見出し語 35,083

に対して、16,172 の平易化対を獲得した。  
c) 主要文における語の重要度（ idf(逆文書頻度 )に相当） 
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 (1)  
この手法を使うと語釈文内の最終文節中の自立語

が難語、見出し語が平易語となる平易化対も獲得でき

る。しかしこれを使ったニュースの平易化の予備実験

では、不適切な言い換えが多く、採用しなかった。  

  Pi：国語辞典見出し語 iの語釈文の主要文（主要文を複  

    数持つ見出し語の場合は別々に分ける）  

  C Pi,Pj( )： Pi,Pj間の類似度  
図 3 の例は、このような平易化対が得られる様子を示

している。ここでは (鉄道 ,地下鉄 )が平易化対となるが、

鉄道を地下鉄で言い換えると不適切であった。  
  Pi ： Pi内の総文節数  

  x： Pi内の各文節内の自立語   これは、多くの場合、見出し語が下位語に、語釈文

内の最終文節中の自立語が上位語になっているためで

ある。下位語「地下鉄」をその上位語である「鉄道」

に言い換えることはできても、逆の言い換えはできな

い場合が多い。  

l x( )： x  の文節から最終文節に係るまでの係り受けの

終文節からの距離）  

：

  

 

     エッジの数  ＋1（最

  S 辞典内の主要文総数  
 

s x( )：国語辞典内における、 xの出現主要文数  
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i)主要文の抽出  
見出し語：挨拶 (3 級 ) 
語釈文：人と会ったり別
れたりするときのおじぎ

、そのときのことば  や
主要文：語釈文に同じ

 

      おじぎ   とき  
 
       とき  その  
    
  別れる ,する  
 
    会う  
 
      人  

 
 

り受け構造係
          ことば  
 

自立語のみ表示

i)主要文の抽出  
見出し語：会釈 (級外 ) 
語釈文：軽く頭を下げて
おじぎをすること。  
主要文：軽く頭を下げて
おじぎをする。  
 
係り受け構造  

        する  

  さげて   おじぎ  
 

軽く   頭  

 

自立語のみ表示

ii 平i) 易化対の獲得（類似度≧基準値⇒平易化対を獲得）
平易化対： (会釈 (級外 ),挨拶 (3 級 )) 

ii)類似度の算出（共通語の探索、類似度計算）  
共通語：「おじぎ」  
式 )により、各主要文中の「おじぎ」の重要度を計算し、
主要文同士の類似度とする。  

(1

図 4 では、「おじぎ」を共通語として抽出し、重要度

るとして、 (会釈 ,挨拶 )を平易化

として獲得する。  
 

補 315,978 に対し

、7,261 の平易化対を獲得し

 

 

 

 

 

4：平易化対獲得の例  

2.

の見出し語と語釈文にも同様の認定が

必

見出し語、語

の

(MeCab)を用いた。  

素解析器を用い、(表

釈文

り照合できなかったものは照合の対象から除

 

(し ,2 級 )。  
図 5：国語辞典の級の付与例  

3.

節で獲得した平易化対を

適

ab)
が

れに対して、今回は特別な処理

を

」の 2 項目を で評価した  
 

言  
可能性

言  
可能  

修正が必要  言  
不可  

・ ニュース文への級の付与  
 ニュース文は平文なので、形態を計算する。  

iii) 平易化対の獲得  
 主要文間の類似度が基準値以上の場合、その見出し

語同士を平易化対の候補とする。基準値は、予備実験

を行って設定した。そして、見出し語同士が難語と平

易語の対であれば、平易化対として獲得する。図 4 で

は、基準値を超えてい

対

以上の手順により、平易化対の候

て た。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図

4. 級の付与  
ニュース中の単語を平易語に言い換えるためには、

級を付与して、難語・平易語を認定する必要がある。

また、手法 1 と手法 2 を用いて平易化対を獲得するた

めには国語辞典

要になる。  
ここでは、ニュース文と、国語辞典の

釈文に級を付与する手順を説明する。  
 JLPT の見出し語は（校舎 ,こうしゃ ,2 級）のように、

(表記 ,読み ,級 )の 3 つの情報がある。このままでは、(表
記 ,読み )のみを使った照合となるが、精度を上げるた

めに品詞情報も使うこととした。JLPT の見出し語へ

品詞の付与には、形態素解析器

記 ,読み ,品詞情報 )を付与した。  
・ 国語辞典の見出し語と語釈文への級の付与  

 国語辞典の見出し語にはあらかじめ (表記 ,読み ,品詞

情報 )が付与されているのでそのまま利用した。語

は平文なので、ニュース文と同様に付与した。  
 図 5 に、国語辞典の見出し語と語釈文に級を付与し

た例を示す。なお、照合できなかった単語は級外単語

とした。助詞や助動詞などの機能語及び、表記のゆれ

などによ

いた。  

見出し語：過ち (あやまち ,名詞 ,1 級 ) 
語釈文：まち 級 詞 ,2 級 )してがう (動詞 ,2 )こと。うっかり (副

っぱい ,名詞 ,3 級 )。過失 (かしつ ,名詞やった失敗

 

3. 評価実験  
1. 実験概要  
新潟中越地震に関連した NHK の災害ニュース 11 記

事（2004/10/23〜11/6）に、2
用し、結果を評価した。  
1 記事は複数文から成っている。また、平易化の対

象は、名詞の難語 (1,2 級 ,級外 )の内、品詞細分類 (MeC
一般、副詞可能、形容動詞語幹のものとした。  
ニュース記事と JLPT の見出し語の照合はニュース

記事の形態素（MeCab）ごとに行った。このため、JLPT
の見出し語が複数の形態素（MeCab）からなるときは、

照合できなかった。こ

行なっていない。  
記事中の対象となる名詞の難語は 517 あった。  
そして、手法 1 と手法 2 を使って得られた平易化結

果をそれぞれ評価した。評価基準は、表 3 に示すよう

に、言い換えることができるかどうかを評価する「言

い換え可能性」と、言い換え可能かどうかに関わらず、

語の説明としてふさわしいかどうかを評価する「類似

設定し、それぞれ 3 段階 。

い換え

 

い換え

2 
 

1 

い換え

0 

性

類似性  ほぼ同義  関連性有  全く異なる
C A B 

表 3：評価基準  

3.2. 結果と分析  
評価結果を表 4 に、評価例を表 5 に示す。  

表 4 は手法 1 と手法 2 の Recall と Precision を示してい

る。表 5 は評価値とニュース文の言い換え例である。

評価値 (2,A)は平易化前と平易化後で違和感なく置き

換えることができる場合である。評価値 (1,B)は言い換
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もあるが、置き換

ると不適切になる場合である。  
 

4：評価結果 (難語総数：517 語 ) 

値 ) 

えると多少違和感がある場合である。評価値 (0,B)、
(0,C)は、多少意味を想像できるもの

え

表
 
例 (評価 平易化前  平易化後  

(2,A) た市内 た市内学校も含め

(全域 )で〜  
学校も含め

(全体 )で〜  
(1,B) (無事 )を喜び〜  (元気 )を喜び〜  
(1,B) 
サ変名詞  

し く ( 分 しく (調べさ ら に 詳

析 )する  
さらに詳

る )する  
(0,B) 
サ変名詞  

が (寸 断 )され が ( 切る )され道路

〜  
道路

〜  
(0,C)  技術 (センター )は、 技術 (人 )は、

表 5：評価例 (ニュース文の一部 ) 

法 2 は全体 (517)の内、31 しか平易化で

るものが少なく平易化対の数が小さくな

、手法 2 は 25%となり、同様に手法 1 の

り、上位下位関係にある語を使うのが有効であ

った問題点を記す。  

ま 易化対を、(サ変名詞

べきである。  

文脈内の単語との間で、語義の照合が必

である。  

4.

案

の

易化や語義曖昧性の解消も今後の課題である。  
 

, 日本語学 ,  

コーパス
の作成環境，電子情報通信学会，2000 

い換え可能性 類  

・ Recall 
 平易化の対象となった 517 語の内の平易化できた語

の割合を Recall とする。手法 1 は 49%、手法 2 は 6%
である。特に手

きていない。  
手法 1 と手法 2 の差は、それぞれの手法で獲得した平

易化対の数の差によるものと思われる (手法 1：16,172、
手法 2：7,261)。手法 2 では見出し語の対が獲得される。

この場合、候補はたくさん獲得されるものの、平易化

の関係にな っ
年度

ている。  
・ Precision 

 「言い換え可能性」の評価得点が 1 と 2 のものを言

い換えとして有効とすると、手法 1 は 38%、手法 2 は

22%となり、手法 1 の方が高い。また、「類似性」の評

価が A と B のものを、語の説明として有効とすると、

手法 1 は 69%
方が高い。  
この結果から次のようなことが考えられる。手法 1 で

獲得した平易化対は、上位下位関係にあるものが多い。

一方、手法 2 で獲得した平易化対は、文脈が類似して

いる。すなわち、言い換えにおいては、文脈が類似し

た語よ

る。  
 最後に本実験で見つか

・ サ変名詞の平易化  
  (1,B)と評価した部分はサ変名詞の平易化が多かっ

たが、本手法は十分に対応できていない。表 5 の例「さ

らに詳しく分析する」は、平易化対 (分析 ,調べる )によ

り平易化されるが、平易化対が (名詞 ,動詞 )なのでその

ま埋め込むことはできない。平

＋する ,動詞 )とす言  似性
手法  R   ・語義曖昧性  

 対象となる語が語義を複数持っている場合、これ

を解消しなくてはならないが、本手法は行っていな

い。表 5 の例では、平易化対 (センター ,人 )によって

「技術センター」が「技術人」に置き換えられてい

る。これは、平易化対を、語釈文「中心になる施設」

ではなく、「外野の真ん中を守る人」から獲得している

からである。平易化対を正確に適用するには、平易化

対内の単語と

総数  
ecall 2 1 0 A B C 

251 28 69 154 34 141 76 
1 

4 1  27% 6  56% 39% 1% 1% 13% 0%

31 7 0 24 6 2 23 
2 

6 6% 74%% 22% 0% 77% 19% 

要

 

 おわりに  
本稿では、国語辞典を用いた名詞の平易化手法を提

し、気象災害ニュース記事の平易化の検討を行った。 
提案した 2 手法の内、手法 1(国語辞典の見出し語の

平易な言い換えを語釈文から獲得する手法 )の方が平

易化対獲得に有効な手法であることが分かった。しか

し、手法 1 でも、全ての難語を平易語で記述すること

はできなかった。平易化対の不足が 1 つの原因であり、

単一の辞書を用いることには限界がある。今後は、複

数の辞書を用いることを考えたい。また、サ変名詞

平
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